
令和５年度障害福祉分野の ICT 導入モデル事業実施報告 

事業の概要と導入効果 

１．事業概要 
 

令和 5 年度仙台市障害福祉分野の ICT 導入モデル事業補助金を活用し、当事業所で 

は以下の ICT 製品を導入しました。 
 

 タブレット端末 2 台 

 テレビモニター1 台 
 

これらの機器を活用することで、利用者の日常生活や療育活動をより充実させること 

を目指しました。 

 

２．導入効果 
 

ICT 製品の導入により、療育分野や業務改善において以下のような効果が得られてい 

ます。 

 

３．療育分野への活用 

①難しいおりがみの動画の活用；タブレット端末を利用して、おりがみの手順や技  

術を動画で近距離から確認できるようになり、利用者の理解が深まりました。 

②リトミック活動の拡充；テレビモニターを使用してオリジナル音源を流すことで、 

より豊かな音楽体験を提供し、利用者の感性を引き出すことができました。 

 

４．業務改善への活用 

①支援記録の作成: タブレット端末を活用し、支援記録の迅速かつ正確な作成が可能 

となりました。 

②請求業務の効率化: ICT 機器の導入により、請求業務に関するデータ入力作業が簡 

素化され、業務の効率が向上しました。 

③職員間の情報伝達と共有: 導入された ICT 機器を活用することで、職員間のコミュ 

ニケーションが円滑化し、情報共有がスムーズに行えるようになりました。 

 

５．今後の展望 

ICT 導入による効果をさらに拡大させるため、新たな技術の活用や運用方法の改善を 

検討していきます。利用者へのサービスの質を向上させ、業務の効率化を進めること 

で、障害福祉分野における ICT 活用モデルのさらなる発展を目指します。 

 










